
橋塗協の技術開発とその実橋への適用

片脇清士

はじめに

社団法人 日本橋梁 ・鋼構造物塗装技術協会(橋 塗協)は 、 日本鋼橋塗装 専門会 として創

立 して以来、技術や 工事品質 を高 めるために、 さまざまな活動 を してきま した。技術委員

会 を協会内に設置 し、 さらに技術部 においては技術開発や技術相談、調査活動 を行ってい

ます。各地区においては地区委員会 のもとに技術分科会を設置 し、技術相談、調査活動 に

応 じています。

近年、社会環境や発注者のニーズが大 きく変わってきました。 これに対応 して、協会 の

事業 は毎年度見直 しています。特に、技術開発は、塗装工事に直接役 立つ もの とに重点化

し、必要 に応 じて発注者 と協働 して あるいは発注者の指導 を得なが ら、その実用化 に努め

ています。

近 く、公共工事の品質確保法の施行が始 まります。指名の方法が変わ ります。これ まで、

塗装工事の範 囲で考えていれば良かった ものが、本格的に、他 の工種 と競争す ることにな

ります。 塗装会社間での、技術力の競争 もしなければならなくな ります。重要な、高額 工

事では技術者が優れた提案 をす ることが求 められます。

協会は、会員企業が技術提案 をす る際に適切な技術情報を得 ることが出来 るよ うに、ま

た、技術提案について助言、支援す るつ も りです。 このための体制 も整備 します。情報化

社会では専門団体 に入って情報交換 、研鐙 しない とおちこぼれ にな ります。橋塗協 はこの

ための専門団体 と位置づけています。技術者のみなさんが主役のひ とりですか ら、積極的

に委員会、地区委員会に参加 して くだ さることを期待 します。

社 会 環 境 や 発 注者 の ニ ー ズ動 向 につ いて

まず、まわ りがどのよ うに変わっているか、動いているかを整理す る。

行政の動き

入札契約の適正化法 国土交通省ほか 発注情報の公開

契約情報の公開

公共工事の品質確保法 国土交通省ほか 指名、技術力

工事成績、技術提案

平成17年 下半期か ら本格施行

公団の民営化 道路公団 道路会社
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今後の入札 に大きく関わるのは、公共工事の品質確保法で ある。

「公共工事の品質確保の促進に関す る法律」(品 確法)は 日本建設業団体連合会、 日本土木

工業協会な ど業界団体か らは全面的 に賛成 し、議員立法 として成立 した。

その骨子は以下の通 り。

公共工事は社会資本の整備 とい う性格か ら、国、地方公共団体、発注者、受注

者がそれぞれの役割を果たさなければな らない

建設 工事の特性にかんがみ、経 済性に配慮 しつつ、価格 と品質が総合的に優れ

た内容の契約がなされ ること

公共工事の品質確保に当たっては、

ア.適 格性 を有 しない建設業者の排除等入札 ・契約 の適正化

イ.民 間業者の能力の活用

ウ,発 注者 と受注者 との対等な立場での合意 な どに配慮

4.発 注者 は、競争参加者の技術的能力を審査

発注者は、競争参加者から技術提案 を求 めるよう努力す るまた過程 を公表す る

この法律 は平成17年4月1日 か ら施行す る

なお、個別案件 ごとに入札方法を選定する。

(1)価格競争

(2)一般的な技術提案をもとに発注者 と応札者が改善対話 をした うえでの総合評価

(3)高度な技術提案を求め改善対話 を した うえで総合評価 の3類 型。

この法の効果 により、ダンピングや低価格受注 が減少す ることが期待 される。 これ を先

取 りするかたちで、平成17年 度指名 業者 ロング リス トによれば、既 に、低価格受注 を繰

り返す一部の会社は主観点数は低 く、順位 も大き く下がっているよ うである。

また、公益法人に参加する会社は公 益事業を支援 しているのであ り、地域貢献 してい る

ことを評価 し成績 をあげてほしい との要望 も、建設業団体か ら出 されてい る。

今後、法の定めに従い、「工事成績評定」「技術者データベース(CORINS)」 な どの

充実、拡充が行われる。

協会では、公共工事の品質確保法成 立前に既 に2回 にわたって検討 会を開催 し、対応 を

審議 してい る。 関係部門 と調整の上、適切 な時期 に国土交通省な どへ建議(要 望)す るの

が よい との結論 を得た。 また、会員への周知や会員へ の支援体制を構築 したい。なお、随

時、関係委員会に国土交通省 の進捗状況 を報告す るとともに、受注者評価 、指名類型 、技

術提案について検討 し必要な対処を行 うことに している。
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技術行政の動き

分類 機関 内容

コス ト構造 改革プログ

ラム

国土交通省

道路局、河川局、港湾局

工事費の削減

ライフサイクル コス トの低減

アセ ッ トマネジメン ト

の全国的推進

道路局 橋 梁点検 、デ ー タベー ス

美 しい国 つ く り 道路局ほか 道路デザイン指針

VOC規 制 環境省 VOC法 制化 と自主規制

グ リー ン調 達 環境省 国土交通省 環境に優しい調達の推進

技術基準の改訂 道路局、国総研、土木研

究所

塗装 ・防食便覧

コス ト構造改造 プログラムへの対応

発注機 関は コス トのみ なお しや維持管理の合理化を推進 している。 た とえば、国土交通

省では、 コス ト構造改造プ ログラム(5年 間で15%の 削減 目標)に よ り、維持 コス トの削

減を計画 している。

橋梁、公共施設のス トックは年々増 えてお り、塗 り替 えの対象 となる面積 は増加 してい

る。このため、施設管理者 の目は厳 しく、塗装工事において もコス トの削減を求めている。

協会 は、生産性 を向上 させ施 工コス トを削減す る方法を提案す る。 そのひ とつ として高

塗着スプ レーによる現場スプ レー技術を確立 し、塗装施工基準の作成支援や、技術者 ・技

能者 の教育指導を行 っている。なお、高塗着スプ レーについては特許出願 中である。

これ らの工法な どを現場で採用 されやす くす るための、塗装基準の改訂 に加わ り協力 し

ている。

平成17年 度予算 は引き続き公共事業予算は抑制 され る。 このなかで、国土交通省 では

保全事業費の確保 に努 力 して頂いてお り、保全部門の事業量は新設部門 に比べても減少率

は小 さい。 しか し、保 全のなかには、耐震補強、舗装、緑化な どもあ り、昨年か ら今年に

かけての地震によ り、防災に関心が高まってお り、今後塗装工事 にどれだ け割 りふ って く

れ るかが重要である。

施設管理者 には、塗装の効果、特 に施設のライフサイクル コス ト削減 に塗装が如何 に貢

献 しているかアピールす る必要があ り、また、塗 り替えによる リフ レッシュ、色彩による

景観 向上が、施設の価値 を高め地域社会に寄与 していることを訴えなければな らない。

協会 は、要望活動 、意見交換会を通 して、施設管理者の塗装への理解 を求めている。
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アセ ッ トマネー ジメン トへの対応

国土交通省 は維持管理の合理化のために、アセ ッ トマネージメン ト(施 設資産管理 に よ

る トータル コス トの削減)を 、16年 度か ら行政技術施策 として重点的に行っている。

アセ ッ トマネージメン トは、 これまでの塗 り替え工事の流れを根本的に変 える可能性 が

ある。橋梁点検、構造物点検 にも橋梁塗装専門技術者、会員塗装企業が参加す ることを期

待す る。

アセ ッ トマネージメン トによ り、 「錆びて きたか ら塗 り替 える」か ら 「塗 り替 え時期 を適

正 に予測 して最適時期に、最適方法で塗 り替える」や りかたへ。 これ は望ま しい ことで あ

るが、管理者か ら求めてきた時 に、その求 めに応 じられ る技術力を企業 はもたなけれ ばな

らないであろ う。工事 をきちん とできるだ けでなく、管理技術者、現場代理人は工事 対策

の説明や技術相談、提案ができなけれ ばな らない。 工事 と技術の両方 がわかる人を配 置す

ることが必要 となる。

このためにも、 日本土木塗装施工管理技士会 と共同 しての、講習の開催、研修な どを計

画 しているので、多くの関係者 に参加 して ほ しい。参加者 にはCPDSが 付与 され、一部

の発注機 関の指名においては優遇処置が受 け られ る。

協力団体 として、社団法人土木施工管理技士連合会 に属す る日本土木塗装施工管理 技 士

会があることは有利な面であ り、専門工事業界では 日本橋 梁建設協会 と橋塗協だけであ る。

技士会にお けるCPDS(継 続教育)制 度 の拡充 とその活用の拡が りは業界 に とって有力

な後援 となるであろ う。

鋼橋塗装、 トンネル塗装、河川構造 物塗装な どの土木塗装は、専門工事業であ りなが ら、

発 注者か ら直接元請できる業界 として認 め られ てい る。 これは先人の ご努力 の賜で あるの

で、専門技術 をみがくとともに元請 としての技術力、工事力、施工管理能力を充実 しなけ

ればならない ことは自明の ことである。そ の要請 に応 え られ る専門技術者 としての技術研

鐙を支援す る。

道路会社への対応

平成17年10月 には、 日本道路公団な どの道路系公 団は道路会社になる。平成16年

度に引き続 き、道路公団 との技術懇談会等 を開催 し、道路系公団のニーズについて掘 り下

げて検討 したい。

技術基準改訂 と対応

橋梁塗装 に関す る技術基準 も平成17年 度なかばには改訂 される。 改訂便覧で はライ フ

サイクル コス トが導入され、新塗装仕様 に移行 し塗装施 工内容も変わる。た とえば、塗 り

替 え塗装工事 においてブラス トや現場スプ レーが導入 され 、性能規定化によ り塗装仕様 や

新工法の提案 が これまでよ りも容易 になる ことが期待 され る。協会 は基準改訂 にかかわ っ

てお り会員か らの要望も伝 えているが、改訂便覧が公開 されれば会員 を対象に研修 を行 う。
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2.技 術開 発 とそ の 実橋 へ の 適 用

2.1高 塗 着 ス プ レー 塗 装

高塗着スプ レー塗装 は橋塗協が開発 した塗料飛散 がきわめて少ない静電式エアレス塗装

機 と補助エアを組合わせた橋梁現場塗装用の塗装方式である。

被塗物に良 く付着す る大 きさの塗料の微細粒子(ス プ レー ミス ト)を 補助エアの流れ に

包んで吹付けると共に、静電気力を利 用 してスプ レー ミス トの飛散 を抑 える。

スプ レーガンの先端にある電極 に最大 一60kvの 高電圧(電 流値 は最大80μAと 微 弱

なので、感電の危険性 が低い)を かけ、ガン先端部周辺の空気がマイナス極性へ とイオ ン

化 される。

導電性飛散防護 メツシユ シー トを併用す ることによ り、風に流 され るスプ レー ミス トの

作業現場外への飛散 を防 ぎ、第三者への影響や環境保全等に寄与す ることを期待す る。

名古屋高速道路公社の塗装基準の改定に際 して、現場 スプ レー塗装施工要領 が作成 され本

格的 に採用されている。

高塗着スプ レー塗装 を行 う塗装管理者及び塗装作業者はスプ レー塗装に十分 な知識 ・経

験 と技能を有 していなけれ ばな らない。請負者は、高塗着スプ レー塗装が高電圧 と多量の

塗料を扱 うことか ら安全 と品質に充分配慮 した作業計画を作成 し、監督員 に提出する もの

とす る。スプ レー塗装を行 う作業者は、作業者 自身の帯電 による火花の発生 による引火 ・

爆発の危険を避 けるために帯電防止用の作業衣 と靴 を着用する。

塗り替え塗装仕様

素 地

調整

塗装工程 塗料名 使 用

量

9/m2

目 標

膜 厚

(μm)

塗装間隔

3種

ケ レ

ン

素地調整 3時 間以内

補修塗 り(はけ塗 り) 変性エポキシ樹脂 塗料下塗 1日 ～10日

第1層 下塗 り 変性エポキシ樹脂塗料下塗 270 60

第2層 下塗 り 変性エポキシ樹脂塗料下塗 270 60

第3層 中塗 り ホ刃ウレタン樹脂塗料用中塗 160 30

第4眉 上塗 り ホ」リウレタン樹脂 塗 料 上塗 130 25

主要施 工 実績 は、名 古屋 高速 道路 公 社 にお い て 、H14年11月 よ り採 用 、H16年 か

ら全面採 用 され たが、この ほか に も 日本 道 路公 団豊 川橋(約3,000m2)、 厚 岸大橋(約

12,000m2)、 苫小 牧 東石 油備 蓄 タ ンク(約6,500m2)に 適 用 され て い る。

一5一



ノ

ノ
　

も

ゾ

ゼ

轡
舞
藤

野

齢

・
、

轡

糞
縣

:

靴
難
ヤ

κ

磯
ぎ
難

・

轟
、
驚

董

国土交通省 、首都高速道路公団な どに も採用検討をお願い している。 このためにも、協

会 は独立行政法人土木研究所 と橋梁用現場 スプ レー塗装技術 について共同研究を行 ってい

る、作業環境 に配慮 して弱溶剤型 塗料 な どの環境配慮型塗料 を効率的に現場施工す る、機

械 と材料、施工管理について改良を進 めている。

本工法は従来の鋼橋塗装方法 とは異 なる。したがって、これまでのハケ塗装の経験や知識

では対応 できないので、本 工法の適用 を希望す るものは本工法についてよく習熟す ること

が不可欠 である.本 工法を修得 しない未学習者 は、本工法による塗装は断念 して もらいたい。

なぜな ら重大事故を発生 させ た り、不 良塗膜 をつ くる可能性が高いか らである。

社団法人 日本橋梁 ・鋼構造物塗装技術協会は本工法の講習会を開催 してお り、あわせ て

認定試験 にて認 定を行 っている。認 定を取得 され た技術管理者は本工法 を修得 してい る と

認 められ る。また技能者 を対象に技能者講習会を開催 してお り、修了された技能者は必要な

技能を習得 された と認め られる。

表一2高 塗着スプレーに関す る資格

分類 名称 認 定、修 了 証書発行者

技術者 高塗着 スプ レー塗 装

施工管理技術者

試験による認

定

社団法人日本橋梁 ・鋼構造物塗装

技術協会

技能者 高塗着 スプ レー塗 装

技能者

修了 社団法人 日本橋梁 ・鋼構 造物 塗装

技術協会、旭サナ ック
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2.2フ ラ ス ト

塗装前処理 としてのブラス トには多 くの種類がある。

分類 種類 適用

乾式 エ アー ブ ラス ト あ らゆる形状 の被処理物に対す る様 々な場所での適用 が可

能 であ り、各種の さび度の表面を高度の除せい度 にまで仕

上 げ る こ とが で きる。

遠心カブラス ト 比較的 単純な形状の面からなる被 処理物に適 し、各種の さ

び度 の表面 を高度 の除せい度 にま で仕 上げることが でき

る 。

バ キ ュ ー ム ブ ラ ス 粉 じんの発生が厳 しく制限され、 かつ、被処理物 を部分的

ト に処理すればよい場所 に適 している。

湿式 モ イ ス チ ュア ブ ラ あ らゆる形状 の被処理物に対す る様 々な場所での適用 が可

ス ト 能 であ り、各種 のさび度の表面を高度の除せい度にまで仕

上 げ る こ とが で きる。

ウ ォー ター ジ ェ ツ あらゆる形状の被処理物に対 して、水が存在 してはい けな

トブ ラス ト い ところ以外の様 々な場所での適用 が可能であ り、 さび度

の少ない鋼材の表面 を、高度 の除せ い度にまで仕上 げるこ

とがで きる。ただ し、ブラス ト処理前 に既 に腐食 が進行 し

てい る鋼材 の場合、その さびを完全 に除去することは困難

で あ る。

これ に用いる研 削材 にも研削材 は材質に より、金属系と非金属系 に分類され る。 それぞ

れ各種 の形状 と硬度があ り目的 に応 じて適切なものが選択 され る。研削材の種類 によって

粉 じんの発生が大 きく異なるので、現場作業では粉 じんの発生の少 ないものを用 いる。

金属系研削材

鋳鉄グ リッ ト;高 炭素鋳鉄 グ リッ ト;高 炭素鋳鋼 ショッ ト;低 高炭素鋳鋼シ ョッ ト

非金属系研 削材

オ リビンサン ド;ス タ ウロライ ト;ア ルマンダイ トガーネ ッ ト;製 鉄スラグ;銅 スラグ;

ニ ッケル スラグ;石 炭スラグ;溶 融アル ミナ(レ ギュラー褐色アル ミナ;高 純度アル ミナ)

フェロニ ッケル スラグ;フ ェロクロムスラグ;製 鋼 スラグ

今後 、技術基準の改定に伴 い、ブ ラス ト工事は海岸地域や凍結 防止剤散布地域な ど環=境

の厳 しい場所で用い られ る。 また、旧塗膜の損傷の著 しい ところで も広 く利用 され る。

ブ ラス ト工事施工時に発生す る粉塵や騒音、厳 しい規制が今後 も予想される産業廃棄物

処理 を如何 に処理 してい くか、また コス トをど う下げるかが課題 で ある。過剰 品質 とせず

に、適正品質 をどう担保す るかである。 これには、素地調整の意義 と塗装工事を理解 した
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施 工管理者が求 め られ る。

工事 例(そ の1)

全 面板張 り足場、パネル足場の採用によって粉塵や騒音を軽減 した例であ る。 この現場

は首都 高速道路の一部であ り、大規模にブラス トが採 用 された。

工事 例(そ の2)

協 会は富士教育訓練センター内(静 岡県富士宮市根原)に 橋梁部材 を保管 している。 こ

れ は、研修時には素地調整訓練、塗装訓練に用いてい るが、平成16年12月 に今回これ

を用 いて遠心式ブ ラス ト、壁面機 ブラス トによるブ ラス ト試験を行 った。
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1)遠 心力ブラス ト

遠心式ブラス トは、インペラー とい う高速 で回転する羽根車に、投射材(ス チール グ リッ

トやスチールシ ョッ トを供給 しその羽根車 に乗 った投射材 を、遠心力を利用 し大きなエネ

ルギーで投射 し、対象物に打ち当てる原理である。

投射 された投射材 とはつ り屑及び ダス ト類 は、強力な吸塵力に よって吸引回収 され、プラ

ス トマシンの中で投射材 と分離 され る。又、投射材 は循環再利用 され、その他粉塵等は集

塵機に補集 され る。

騒音は85dB(A)以 下 と低 く、その上振動 が極 めて少な く、発塵 もない ことが利点であ

る。

2)バ キュームブラス ト

エアーによって投 射 された投射材 とはつ り屑及びダス ト類 は、強力な吸塵力によって吸

引回収 され投射材 と分離される。投射材は循環再利用 され、その他粉塵等は集塵機 に補集

され る。

2.3省 工 程 塗 装

首都高速道路公団 においては、工程短縮 と塗 り替 え回数削減 を 目的 とした塗装仕様を評

価す るための試験工事 を実施されている。

従来の塗替 え塗装 は、一般外面 の場合、補修塗 りを含めて下塗 りが3層 、中塗 り1層 、

上塗 り1層 の計5回 塗 りを基本 としてい るが、工程短縮、 コス ト縮減の観点か ら、厚膜型

ポ リウレタン樹脂塗料 またはシ リコン変性エ ポキシ樹脂塗料 を上塗 りに採用 し、中塗 りと

上塗 りを合わせて1層 とし、計4回 塗 りとす る省工程仕様である。

1)厚 膜型ポ リウレタン樹脂塗料

①一般外面の塗替塗装(N-PH3)

②高カボル ト継手部 の塗替塗装(NJ-PH3)

③腐食の激 しい桁端部 などにおける塗替塗装(NS-PHS)

2)シ リコン変性エポキシ樹脂塗料

①一般外面の塗替塗装(N-SH3)

②高力ボル ト維手部の塗替塗装(NJ-SH3)

③腐食の激 しい桁端部などにおける塗替塗装(NS-SH3)

協会は、首都高速道路公団より委託を受け、省 工程塗装仕様の本格的採用に向 け、施工性 、

歩掛 り、仕上が り、耐久性を調査 した。 これ らの結果 は首都高速道路公団か ら公表 され る

予定である。

なお、塗 り替え塗装工事に対 しては、会社 、技術者 の技術力が重要であるので、契約 に

ついていくつかの提案 をさせて頂 くことに している。
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2.4環 境 改善塗装

環境を改善す る塗料を桁や壁に塗装し、道路環境の改善を行っている例が近畿地区に多

い 。

2.5そ の他

塗装工事において も技術提案で きる技術がい くつか ある。内容によっては、VE、 ある

いは高度技術 として認められ ることになる。以下 にい くつかの例 を示すが、提案 した い事

例があ りま した ら、本部にご相談下 さい。

・PCB塗 膜の処理

・横断歩道橋の作業安全

・トンネル塗装時の交通規制

・寒冷地塗装

・付属物の防錆処理 など。
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